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る
。
經
常
费
を
充
足
1

る
收
入
は
、
流
動
資 

木
が
阈
家
家
計
に
-流
入
す
る
こ
と
を
示
し
、/
そ
の
金
偎
値
を
以
て
、
そ
の
經
费
が
作
^K

る
財
，

C

大
部
分
は
無
形
の
國
家
給
付3

の
4-
:
產 

致
と
な
り
、
そ
の
竿
度
の
阈
民
經
濟
に
於
け
名
苹
坐
產
の
總
體
侦
惮
の
中
に
移
る
'0
經
常
费
の
充
足
の
た
.め
に
：
國
民
經
濟
か
ら
苹
々
引 

き
去
ら
れ
る
も
の
は
、
そ
の
期
間
內
に
_

象
給
付
の
'倒
尬
に
於
て
、
收
入
史
し
ヤ
弭
び
取
リ
戾
す
。
ヮ
グ
子
ア
は
シ
ュ
.ク
ィ
ン
>の
铒
朵
產 

「

均
衡
财
政
し
の
规
論
と
合
ロ
的
蚀
、

\

-
 

■ 

•
, 

'

,

、、
三

.(

七
三〕

、



,
「

均
衡
財
政」

のii

論

と

合

丙

的

性

，

、 

* 

，
四

パ

七

四

〉

.

说
に
.從
て
、
.そ

の
經

S

は
そ
れ
，

H

特
有
な
經
濟
的

ft
'

條
件
を
常
に
臼
か
ら
铒
生
糜
す
る
と

1
K

ぅ
の
で
あ
る
:0
>

ヮ
グ
ナ
ア
は
、
臨
時
費
を
私
經
濟
的
投
資
、
國
家
經
濟
的
投
資
、
戰
爭
ぞ
の
他
に
因
る
固
有
.の
臨
時
費
と
す
る
。
臨
時
費
の
作
用
、
卽 

ち
：每

.#
变
に
ょ
つ
て
：

§
1̂
5

さ
'れ
.る
給
付
は
、
.

4

般
に
紙
來
の
敗
政
，年
度
の
.國
家
收入

の
！
？'

如
と
な
り
、
.又
は

隊

家

的

或

：̂

國

民

經

濟

的

生 

産
能
力
を
增
加
せ
-U
め
、
叉
は
將
來
の
所
耍
經
费
を
減
少
せ
し
め
る
利
益
を
生
ず
る
。
從
て
こ
の
種
の
經
费
幻
臨
時
收
入C

公
依3

を
以 

へ
て
充
足
す
る
場
合
.に
も 

>
,降
來

0
脉
政
獲
入
.の
增
加
或
は
將
來
0
所
要
經
費
の
減
少
"
將
來

§
浼
產
カ

(0
.增
加
.と
ノ
：將
.來
の
：公
偾
利
子
そ 

の
'他
，の
.費
用
.の
負
換
と
.が
_棚
殺
.さ
：れ
る
_こ
と
に
な
り
、：
財
政
の
.耿
莫

^

.

^

、
そ
'の
.財
政
收
支
_均
衡
論
に
は
、
短
期
又
'は
繼
續
的
財
政
收
吏
均
衡
論
^

、
..
:
,長
期
又
は
.
.统
極
.的
財
政
取
支
均
猶
論
-̂
が
.
あ
'る
_こ
..と
に 

▲

る
-

ヮ
ヾ
ダ
デ
プ
，
が

、

11
經
費
の
中
で
無
條
件
.に
經
常
繁
.
.

(

祖
税〕

に
：ょ
つ
て
充
足
す
.べ
.き
固
粜
し
た
最
低
限
界
は
ノ
木
質
的
な
經
沿 

费
の
部
分
で
'あ
.る
と
一
芯
ぅ
場
合
に
？
：そ
れ
は
短
期
又
ほ
繼
續
的
財
政
收
支
姆
衡
論
で
^ ̂

V
.

經
费
の 

:

減
少
.
•
生
^

カ
の
增
加
.と
、
_公
偾
利
子
‘そ
：の
他
0
.費
用
.の
食
擔
.と
.
.が
相
殺
^

れ
、ー
猶
^

財
政
-の
：'
1乂
均
衡
を
保
持
.し
得
る
.と

.
写

ぅ

場

合

に
 

.は
、
ー
長
期
又
は
究
極

.的
な
財
政
收
支
均
衡
論
セ
あ
る
';
°

'

■
.
-
;

'
.
:
.
邁

^

.

:§
^

收
支
均
衡
論
士
謂
わ
.̂
る
も
00
は
、ッ
含

ヮ
I

s

、
讓

活

動

の

黯

及

習

政

篇

が

恐

表

^

れ
得
る
.場

合

.に

は、

■.

少
く 
：と
，も
經
常
費0
總
額
を
.經
常
收
入
玄
以V

.

充
足
す
る
と
'一ぶ.ぅ
原
則
.女
遵
，守
す
る
'
.こ
：と
：に
ょ
つ
て
財
政
的
=

降
.
% 

.家

計

的

見

地

及

び

阈

民

經

翁

見

地

：に
於

_て
、
；次

わ=:
'の
太
な
.を
刹
益
、が#

ら
れ
冬
^

^

.

.
'■
.■第
'1-

は
、ベ_

家
家
計
が
複
性
.
_̂'
?
雀
た
絕
支
^

增
_大
^

て
行
く
歲
^

缺
陷
を
生
^

^
 

■

:
\第
ニ
は
'、
.國
民
經
濟
に
於
け
る
.消
費
と
生
產
の
.均
衡

狀

態

が

保

持

さ

れ

，
る

こ

と

で

.あ
^

P:郎
ち
個
別
經
濟
の
欲
望
充
足
と
生
産
的
給
付 

'..Q 
均
衡
狀
態
が
保
持
さ
れ
：る
と
と
で 

t

o

.:.

.

,:
,
.

..
-
,
:
. 
'

.

;
:.
f

:

v

.ぐ

:

.

.

-■

■:
，
.と
と

^
於
.て
、
ー.ヮ
グ
ナ
ア
.は
經

常

费

を

經

常

收

ル
^-
よ

づ
て
充

M

し

て

、

財

政
M

ii
家
家
計
の
收
支
を
繼
續
的

に
均
衡
を
保

持

す

る

と
‘
.

.

.

と
は

、
.國
民
經
濟
に
於
け
る
消
費
と
坐
產
の
均
财

=

-

|經
濟
的
均
衡
僻
持

_の
條
件
で
あ
リ
、
.國
家
家
計
め
收
支
均
衡
を
失
ぅ
と
と
'は
阈 

一.
民
經
濟
的
均
衡
も
揽
亂
す
る
僻
件
で
あ
夺
こ
と
を
意
味
し

-て
思
る
.。'
'之
.が
財
政
の
收
支
均
衡

.を
'保
持
す
る
こ
と
の

'合EI

的
性
を
.證
明
す
る

' 

■■
論
據
と
な

.つ
て
屈
态

。
;/
.'
■'

'

,::

■
.
.
ヮ
ダ
ナ
ア
：は
、
.臨
時
费
の
.財
源
選
擇
に
っ
い
で
、
臨
時
收
入
で
：あ
.る
公
衡
を
そ
.の
贫
金
の
供
給
源
に
.よ
つ
て
、:c I >

國
內
のs

由
資
金 

‘

(

避
休
資
木〕

に
.よ
る
も
の
、

O
D

外
國
資
木
に
よ
る
も
®(

外
_
偾)

、C

三)

：國
內
.の
■.生
產
的
用
淦
1C
使

用

さ

る

：..ベ

き

箬

の

資

本

を

吸

收

す 

:-
'

.る
もQ

と
三
I

別
し
て
、，
1

各

£

傷

的

作

f

撿
討
す
5

、
る
公
偾
は
租
瑰
に
：優
る
こ
と
を
是
認
す
_.る

.°
し
如
し
"
自
由
資
金
を
公
侦
の
源
聚
士
す
る
.と
と
は
、
實
際
上
の
蜇
要
蚀
と
利
用
の
可
能
性

.

■

:

■ノ 

. 

.
 

ノ.
 

.
 

. 

■

■

-

.
*
,
.
 

.
 

■
 

.

-:
'
 

I 

. 

-

:'

が
少
.
い
^

K
.

ぅ
。
.a

o

外
國
資
本
を
源
泉
と
す
る
公
偾
は
、.
：國
內
’
の
資
本
を
增
加
：さ
，せ
：る
1
作
用
を
：持
：つ
.
.限
り
に
於
：.て
金
體
t

し
て
有
利
で 

あ
る
。
こ
.

の
外
國
溃
.
に
.よ

& ;

な
け
れ
ば
_

.

税
叉
：は
.
第
彐
種
_の
：公
偾
.
に
_
.よ
1
_つ
て
國
內
資
木
が
：生
產
的
用
途
か
ら
奪
わ
れ
る
.
た
め
に
、
必
要
と 

' 

.な
る
篑
の
.
消
费
又
.
は
生
產
.
の
i

縮
少
を
'
防
ぐ
と
.
と
が
出
來
る
。
こ
の
办
國
偾
の
起
僙
に
よ
づ
て
國
內
か
ら
：何
物
如
.奪
わ
れ
な
^
。：
ま
た 

/■

國
家
が
.そ
の
資
本
を
生
產
的
に
使
用
す
る
な
ら
ば
，C

國
象
經
濟
的
投
資
•

私
經
濟
的
投
資
..

)

、
.
總
坐
產
の
範
園
を
實
•質
的
に
擴
大
す
る
こ 

. 

'

と
を
S

叫
に
ナ
る
。.
全
體
■
の
國
民
經
濟
的
發
展
が
ヒ
_
の
，.外
國
資
本
'の
な
"

い
場
合
よ
リ
：も
ー
：'.層
大
ぎ
く
.
な
る
。：

國
民
所
得
及
び
國
民
財
産
の

■ゾ
ラ
ス
，
'
 

.. 

■
 

..
 

■
/

■
■
■
: 

•
 

*

增
加
分
：は
、
外
國
偾
の
利
子
及
び
後
年
の
.元
本
償
還
：

Q.

對

外

的

支

拂

を

控

除

し

：て

尙

：ほ

餘

り

が

.あ
る

。
:
：.し

.

.

へ
广
_ヮ
，ダ
ナ
ァ

(

は

，
0'
3

國
内
め
.性
.產
赞
本
を
源
來
と
^
る
：公

愦__に'づ
^

ズ̂

;

.

-

へ：
■

■

均

衡

財

政

」

、
の
ー
理
_

<«
:
'食
2
:
.的

性''
'
.
.'.
;
.
'.
.

.■■
•
:
'
:
ノ;.
:
;
'
,
,
:
':
:

'

.

,

ノ」

へ.
.

第

.
; o

七
.：五0
'.



「

均
衡
財
耿J

の
神
-諭
と
介=

的
！i 

.

,

. 

，

六

、(

七
六
V 

-
E

に
不
利
な
る
作
用
を
持
つ
'と1

K

う
。
し
か
も
、
通
常
，こ
め
第
1

§

か
公
侦
が
公
设
の
主
要
な
も
の
に
-な
つ
て
尻
る
。
#'
1
^
の
選
擇
に
於 

で
，'
第
J

植
の
，贩
泶
，(

國
内
遨
休
资
木
> 
及
び
第
二
a

の
源
衆(

外
國
資
木)

に
よ
る
公
侦
が
課
税
に
優
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
が
、
そ

.
 

.
-

..... 

•
 

-
 

f
 

.

.-疒 iivJI.V.,,. 
•
 
.
 

<--■
 
•..r.s-s...̂l-.s-'v>rr'.v.v.t
 

-
 

、
 

•

.
-

の
.他
，の
場
，<
!に
は
、
臨
時
奴
を
充
た
す
た
め
に
^

、
出
來
る
限
リ
經
常
收
入
B

租
税
を
選
ぶ
ベ
-き
で
あ
る
と
云
う
W 

,

•
•

 

i
r
t
-
i
.
•

-

 

. 

一-

 r

 

.

し
.-

ノ

i

 J

 

て
.
-'
.
.
.
'
•
-
-
I
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: 
t
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 i

 •
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f

 

-
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 ■
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-
•

 ■
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 ■

 .
<
•
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 ■
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.
I
k
.

 •

 -

 J

z
ヮ
グ
‘ナ
ア
は
ノ
臨
峙
费
の
區
別
に
從
て
、
戰
费
そ
の
他
の「

固
布
の
臨
時
贺」

に
つ
い
て
は
、
公
依
を
財
源
と
す
る
こ
と
を
I

M
嚴
重 

め
制
限
？
；
7

^

?

^

^

\
祖
し
^

家
經
濟
的
投
資
の
資
金
坟
第
三
徑
の
公
侦
に
よ
つ
て
充
足
し
て
も
、
0

府
の
政
治
費
の
場
合
よ
り
も
そ 

の
弊
^

が
少
く
、
私
經
濟
投
資
の
資
金
は
笕
三
稱
公
侦
に
よ
つ
て
充
足
す
る
こ
と
も
正
し
い
と
是
認
し
得
る
埸
合
が
あ
る
と
云
う
。
斯
し 

て
經
常
贺
及
び
臨
時
赀
を
充
足
す
る
た
め
に
經
常
耿
人C

狃
稅〕

にg

カ
牲
4

膨
脹
カ
を
持
つ
べ
き
こ
と
の
耍
求
が
也
ず
る
こ
と
に
な 

■る
。
ま
た
非
常
靖
備
金
を
説
®

す
る
必
要
も
說
か
れ
て
€

 
二 

• 

'

ヮ
グ
ナ
ァ
の
臨
抑
费
の
財
源
選
楞
論
に
於
で
も
、
財
政
D

國
家
家
計
の
實
質
的
秩
序
の
保
持
丨
財
炚
收
支
均
衡
論
が
闕
.民
經
濟
的
均
衡 

の
保
持
を
論
摅
と
し
て
：

a

る
。

歡

與

ば

必

ボ

經

常
^
A:
^
§
l
it
T

^
 

V

歡
輯
的
が
財
^

收
吏
‘の
，均
衡"
'

5

保
持
さ
れ 

が
，。
ヮ
グ
ナ
ア
’が
私
經
濟
的
投
資
の
財
源
は
公
依
殊
K

M
三
種
の
公
依
に
求
め
る
ci
と
も
正
し
い
こ
と
が
あ
る
と
一K

ひ
、ま
た
阈
家
經
濟
的 

投
資
の
財
源
を
公
侦
と
し
て
も
固
洧
の
臨
時
费
の
場
合
よ
り
も
！
：民
經
濟
的
弊
赉
が
少
い
と
一
；

4

う
場
合
に
は
、
長
期
に
亘
る
究
極
的
な
財 

政
收
支
の
均
衡
の
保
持
が
可
能
で
あ
リ
、
ま
た
岡
民
經
濟
的
均
衡
を
辑
亂
す
る
こ
と
が
-な
い
乂
は
少
い
こ
と
を
云
つ
て
居
る
の
で
あ
る
。 

反
之
、
.非

常

緊

急

の

必

要

^

よ

つ

て

生
ず
る*

T

亂
荀
の

'

臨
，時
-费」

r :

つ
い
て
は
、.ゐ̂

を̂

源
と

^

る
と
と
を
‘「

層
嚴
重
に
㈣

⑽
し
て
、
 

響

收

A

(

租
税〕

.を
財
源
：と
す
：る
と
と
に
努
力
す
ベ
し
ぎ
沄
5

の
は
、
.長
期
，
：
極
.的
，な
財
政
收
支
_の
均
衡
を
保
持
ず
る
と
.と
の
困
難 

を
出
來
る
限
り
少
く
す
る
た
め
.で
あ
る
0 

.そ
れ
.は
ま
た
國
家
家
計
の
收
支
：の
繼
續
的
な
不
均
衡
が
.長
期
.に
宜
：つ
.て
國
民
經
濟
的
均
衡
_
g
a

■̂

^^
^

^

'

'と
^

^

^

^

る
^ ^

-

^

少
^

^

し

よ

う

と

す

る^ -

ら

で

あ

る̂

, 

. '■
■,

;
: 

广

■
■，た
：
-
” 

.
-

:

•
.

く
し
グ
す
ァ
、
に
於
け
る
財
政
家
家
：

^)

收
、支
均
衡
論
I

收
支
均
衡
保
持
の
官
佐
の
論
S

、
短

な

於

 

.汗

.
n

f

fに
於
て
も
、
提
期
：•
rL
#i
的
な
均
衡
保
持
.
m
於
て
も
、
.い
ず
れ
も
國
民
.經
濟
的
均
衡
を
保
将
し
又
.は
闕
民
秸
汉
IV
尨
秒
の
f

s
，石 

'̂
來
る
技
り
ト
ノ
く
し
ょ
ぅ
と
す
る
こ
と
に
あ
る
，

.' 

*
.

.

從
て
ヴ
グ
ナV

の
財
政
的
均
衡
論
は
"

社
會
經
濟
坐
活
.に
於
て
.財
政
の
持
つ
‘機
能=

財
政
の
社
*

經

濟

機

能

、
、
財
政
k

要
ま
さ
れ
る
祖 

〈 1:

帮
濟
的
機
能
が
、
资
木
出
說
經
濟
の
向
己
決
則
的
發
般
を
妨
げ
ず
之
を
促
迆
す
る
こ

と

に

あ

る
こ

と

を

表
说
し
て
肘
る
。
則
a

が
こ
の 

'社
食
經
濟
的
機
能(

資
本
主
義
經
濟
促
進
的
機
能
ぞ
充
た
す
も
の
i

.

vて
、
財
政
漱
支
均
齊
の
|

持
が
：合
日
^
^
:
を
有
す
る
の
で
あ
る 

從
て
、
.財
政
に
求
め
ら
れ
る
經
濟
的
機
能
屢
化
す
れ
ば
、「

均
衡
財
政」

‘の
官
的
性
I

裏
化
せ
ざ
る
を
得 

ヮ
グ
+

ァ
の
財
政
S

S

つ
ぃ
て
は
、
I

、
近
世
財
政
悬
S

5

ニ

丄

r

5

i

l
四
八
S

照
。
同
じ
、く
拙
奪
、
现
代
財
政
學

こ
九V 
丁 
i
ハ5

照
。
こ
こ
で
&

し
て
f

た
ぃ
の
は
同
莖
i-
ハ
5

行
ニ
力
所
に

「

第
1

S

公倩

」

と
f

れて

f

のは

「

笫I 
ニ
 

i
s

公位

」

S

、械

K

 

f

s

fな
く
し
て
崖
的
に
使
相
さ
る
、、
,;
会
S

本
S

味

m

港
の
I

を 

避
け
た
い
。
 

:
J

'
'

 

.

.

近
代
財
政
S

ド

ィ

ッ
製
管
中
心
と
し
て
麓
し
I

、

一
 

九
ニ
0

印
代H

於
て
ド
ィ
ッ
財
8

の
典
I

I

集

す

.も
の
は

T

u

r

^

ioi
T

S

¥

i

T?i
f

 

, 
.

 

•

，
エ
丨
ベ
ル
匕
.に
於
て
も
、
M
政
は
翁
家
計
で
あ
り
、
財
政
■

公

共

響

の

簡

で

あ

-る
。
公
w
i-
が
そ
の
■

を

,

す

る

た

め 

に
、
經
濟
的
手
段
の
獲
得
>
赞

，

使

川

に_
す
る
經
濟
的
秩
序—

秩
序
あ
る
■

，遂
行
の
必
要
が
学
年
ず
る
。
f
要
の
經
濟
が
手
段 

の
調
連
と
，侦
用
に
向
け
ら
れ
る
公
共
剐
體
の
こ
の
計
®
的
な
，經
濟
を
國
家
そ
の
他
の
財
政
或
は
公
終
i
=
と
云
ぅ 

財
政
の
秩
序
、
そ
の
規
則
的
な
_
行
の
た
め
I

、
.收
入
が
所
要
'の
經
®
額
に
不
足
せ
ず
、
ま
た
繼
續
的
に
越
過
し
な
い
こ
と
を
必
要
と 

衡
敗
政
レ
め
规
踰
と
合
^
的
^
,
. 

- 

, '
 

t 

■

 

V
-L
.)
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r

均
衡
財
政

」

の
观
論
と
合
，ロ
的
性

 

-

八

c

七

八〕

，
ず
^

ヴ

财
.

私

政

办

最

も

重

：大
な
へ
令
伟
務

.货
收
支
の
姆
餘
を
保
接
ず
多
总
と
够

% ;
:る

 々

0

^

^

2
ね̂

沒

、
_
_序
ぁ
る
涂
共
家
計
や
极
本
.的
要
求
で
ぁ
，る
4
.ま
衣
臨
、峙
費
吹
^

.

:

塞

大

小

、
そ
の
經
贺
の
所
期
の
.罔
的
、；

旣
存
が
租
稅
制
;̂
;̂
依

祁

ず

る

よ

沄

ぅ

、
，
：
觅

：

£
公
偾
資
金
.の
.供
給
源
泉
に
.っ
い
て
も
嫌
べ
.て
屈

,
•
- 

• 

► 

- 

• 

• 

- 

■

•
 

- 

- 

• 

• 

■ 

■ 

• 
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•
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、

ソ
る
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勸

資

於
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ヮ
グ
ナ
ア
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論
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.第

.

1

次
大
'戰
後
、
一
九
二
〇
平
代
に
於
_て
は
旣
に
財
政
に
.ー
求
め
6

れ
る
.經
濟
；的
_

能
が
變
化
七
.て
居
夸
に
,%
撕
わ
ら
ず>'
'
ヴ
グ
ナ
ァ
と
机
本
的
に
贺

な
る
所
の
な
い
财
政
的
均
衡
論
が
一
.般
：に
行
わ
れ
.て
屛
る
所
'に
、
'
.財
政
學
が
實
踐
的
指
導
性
を
失
ぅ
原
：闷
の
：一
.が
肢
.に
现
わ
れ
て
.饵
る
0

-
-
:

:

'

.
',
,:;
-
-
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: 
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■
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.
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.
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-
; 

■ 

• 

•
'
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.

• 

■ 

- 
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■
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:
■
.
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. 

■
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,
.
:

.
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/
' 

.
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.
ベ

■

' 

- 

. 

• 

- 

.
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-
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.
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. 

- 

. 

' 

ノ
： 

. 
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-

-
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.

へ

，
■■
第
ニ
十
佌
紀
始
期
に
於
け
る
英
國
の
代
表
的
解
釋
と
し
で
ァ
バ
ギ
テ
ス
ル
^

所
說
を
亲
ず
こ
-と
が
出
^

^

;■
:

:

::
經
览
费
が
經
常
收
入
に
よ
つ
1
て
.支

辨

さ

：る
べ
.き
.と
：と.に
は
疑
問
が
な
い
。
：坐
.產
的
財
產
を
購
入
し
或
は
收
利
的
事
業
を
創
設
す
る
た
め

-
•

 

.

 

.

 

-

 

■ .
V

 

• 

■ 
.

 

-

 

- 

•
, 
'

 

' 

-

の
f

.
を
公
僙H

.

よ
つ
.て
支
辨
す
る
こ
と
.呔
疋
し
い
が
、
非
收
利
§

業
の
經
費
：は
#

ら
租
税
收
入
に
よ
つ
：
て
支
：辨

す

る

こ

.と
が
出
來
な 

.け
れ
.ば
.
.そ
の
r

業
を
行
ぅ
ベ
き
で
な
い
？
-
、、ハ
ス
，テ
'ブ
ル
.
.に
於
■て
は
'、
收
利
的
囊
投
資(

ッ
グ
'ナ
.

v

の
私
經
濟
的
投
費3

.を

除

い

.
て

は 

丧
癖
を
財
源
と
す
る
こ
と
を
避
く
べ
き
で
あ
る
'と
一
K

5
°
-'
'
'

,
 

■
 

■
 

•
,
 

丄
 

L
 

-
 

-
 

-
 ■ 
L
 

='*■-. 

,
 

-
 

.

i

ヒ
グ
ー
は
、
と
-の
バ
.ろ
テ
ブ
ル
の
嚴
重
な
'る
原
則
を
、
，.す
、ぺ.：て
：平
常
狀
態
.に
於
で
は
疋
し
い
途
を
.示

す
を
も
の
と

し

て

是

認

す

，る

0

[I
I

. 

. 

.

.

•

.
 

... 

-
•
■•
.

.
し
、
'
.太
戰
爭
地
饅
の
災
害
等
に
'よ
る
太
規
模
.の
_

收

謂

經

與
.の
：た

め

に

所
耍
の
資
金
：を
調
達
す

.る

：：
た

：
め

に

：
は

、

無

條

件

に

こ

.の
路
)1
'
]
に

.
:

-.
 

.

.

.

.

.

.*

■■
.

パ.
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.
:■:
■
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-
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.

 

. 
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.
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.
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■

，.從
う
こ
と
■は
出
來
な
い
.と
去
う
：。'
し
か
し
、
.
.公
ft
が
戰
爭
財
政
.

Q

財
源
と
き
れ
る
場
合
1

は
、'
.
:
.
同
時
.に
少
.ぐ
と
も
新
規
公
偾
の
利
子
.を
支
，

拂
あ
足
る
|:
悅
を
課
す
べ
|

|

.
。
、
港

し

そ

れ.が
行
ゎ
れ
'な
け
れ
ぱ
ヤ
國
家
め
_財
政
的
安
赛
脅
が
さ
れ
る
と
|

。バ

-

 

.
こ
の
解
_

で
ふ
て
、
：
パ
.ス
テ
.
.ブ
ル
も
ま
た
ピ
グ
ー
も
財
政
收
支
均
衡
論
を
极
據
'̂
し
ヤ
居
る
&

と
を
示
す
。
ッ
--
:
:.
:

'

.

■ 

B
a
n
e
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F
I
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 F
i
n
a
n
c
e
Q
I
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 r
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E
d
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i
o
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p
.
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7
0
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.
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 S
t
u
d
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in 

泛 blic 

F
i
n
a
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2
4
7
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1
9
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3
r
d

 

E
l
n

 

ザ
，73
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E
c
o
n
o
m
y

 o
f

 

w
a
r
c
l
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1

1

4

1、
■

財

政

學

總

論

.
、
.
ニ

 

九
八 

' 
一
一5 
一
 

1

5

.

.一
九
三
〇
年
■

期
に
於
け
る
英
國
の
財
政
學
寧
の
財
政
均
衡
論
の
‘一
f

し

て

、
，
ダ

ル

ー

ト

ン

の

解

S

示
す
と
と
が
出
來
る
。
'

.

二
巔
間
に
づ
い
て
收
入
が
經
費
を
超
過
し
又
は
•少
く
と
も
支
出
に
不
足
し
な
い
こ
と
.を
一
般
に「

均
衡
し
.た」

'
9
上
i

务

豫

资 

臭

ひ
.、
避
し
經
费
襄
入
ト
超
え
.る
場
合
に
不
均
衡
d

n

c

e

d

#

f
 

一

K

ゎ
れ
て
.屈
る：

が
、
ダ
ル
-ト
シ
は
經
寒
收
入
；と
全
く 

等
し
い
繁
赛
均
衡
し
て
居
べ
き

I

f

と
.
f

.°
,經
f

收
人
と
の
い
ず
れ
か
盒
を
超
え
て
t

場
合
に 

■は
.、
豫
算
が
不
均
衡
で
.ぁ
る
と
f

べ
き
で
I

。
收
人
が
經
廣
ょ
I

多
い
か
少
い
Iが
に
：ょ
つ
て

■ o
v
e
r
b
a
f
e
d

 

B
u
d
g
e
t

又
は
. 

「U
u
d
e
r
b
a
l
a
n
c
e
d

 

B
l
x
f

 t
'

と
f

の
5

る
。
豫
箅
は
均
衡
せ
ね
ば
I

な
い
：と
1

m

屢
々
、
，財
政
の
疑
問
の
餘
地
I

 

戒
律
と
S

さ
れ
て
跫
ば
如
り
で
な
く
ノ
纖
的
戒
歡
言
满
え
ち
れ
て
誉
.

'

Iが
I

。
.若
し
、
，或
る
一
泰
間
に
つ
い
て 

'經 

费
.が
收
入
S

過
し
な
い
場
合
，

.豫
S

均
衡
し
て
f

も
の
：為
す
る
と
す
♦

ば
”

.  

.

.

 

. 

' 

■' 

こ 

'

:

■:
. 

■

 

广 

.

:そ
の
期
間
に
つ
：い
_て
若
干
.の
考
察
を
_必
要
と
す
る
？
.

'

:

.

.

:

'

.

,

'

':

. 

.

'

'

■

;

が

H

.

S

.
は

均

簋
f

 

一f

 

S

U

、

，

.
經

I

f

ら
す
ベ
て
の
象
の
.霞

を
8

す
る
。
公
蒙
業
の
公
倩

s

e

如
き
、3

.上

.產
_的

：
一

目

的

の

ナ

.ベ

て

：
の

起

愦

：
を

.
I

s

?
福
^

^

^

.

に
づ
.
.い
て
は
.、
公
.共
.財
靡
.の
'寶
却
收
A
1額
’

過
去
の
餘
剩
め
|
辍
資
金
か
ら
.
3
,き
及
、

」

'れ
‘た
：收

入

敎

の1
き
資
オ
の
性
で
を
ネ
つ

すV

て
の
1

1

余
す
る
。
'
.翁
資
本
財
產
.の

塞

：は

議

0

繁

^

い
.か
ち
ヤ
ぁ
る
。
響
一
會
計
华
f

純

孔

秉

.
-
- ,
 

.
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'

.
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均
.衡

財

政

」

の
.、
现

 

#

と

合

消

的
#

^

ゾ
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"

ハ

、
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一.
.'；
:
.
,

『

埒
衡
，財
政」

のg

滴
ど
合
-
n的
性
：

 ̂

.

. 

一
 

o 

、
八
0

ノ

公
侦
の
}̂
加
が
な
い
場
合
に
、
豫
笕
が
均
衡
し
て
的
る
、と
足
1̂

す
る
こ
と
が
/I
1
，.來
よ
う
と
沄
う
。
.
'

い
か
な
を
¥

度
に
つ
い
て
豫
笕
が
均
衡
す
ベ
-§
-
で
あ
る
か
0,
明
.か
に
長
き
に
亘
つ
て
豫
箅
が
不
均
衡
で
あ
つ
て
は
な
ら
な
い
が
、

.UL 

又
.は
r

年
の
如
き
短
期
即
に
' つ
い
て
.豫
算
が
均
衡
脅
ね
：ば
な
ら
.な
'
.い
.
.と
云
う
と
と
,̂
な
い
。:

實
際
上
の
，問
題
は
、

' 豫
肄
が
不
均
衡
で
あ
る 

姒
間
と
*

湖
の
問
題
で
あ
る
:°
不
均
衡
豫
箅
比
必
ず
.イ
.ン
フ
.レ
に
導
く
と
：云
■う
の
は
誤
り
で
.あ
る
-0
ダ
ル
ト
ン
は
&
,し
^
命

が

、
成
够
の 

:
發
行
は
.銀
行
信
相
に
_よ
ら

ず

に
〕

通
常
め
形
態
の
八
ム
僙
に

.よ
り
又
.；は
.公
荷
財
產
.の
賣
却
れ
に
よ
，つ
て
收
入
の
不
足
を
補
旗
す
る
な
ら
ば
、

.イ
シ
フ
.レ
L

シ
ョ
ン
^

は
&
:ら』
汝
い
と
.沄
う
9
.
:
:
卜

豫
算
か
收
人
不
足
.を
抑
止
し
灰
は
合
理
.的
.の
_範
圍
内
に
抑
.へ
：る
に
は
、
K
l
o可
能
な
る
政
策
^

^
る
。
N'
:テ
フ
.
レ
'政
策
と
■イ
シ
フ
レ
政
^; 

で
.あ
る
が
、
.
過

去
の
デ
フ
.
レ
ー
な
ン
の
事
■實
を
强
調
す
る
た
め
に
リ
ス
ジ
リ
’シ
H

ン
膨
策
を
瓦
'つ
'て
も
よ
：い
？
デ
.
'フ
レ
政
.策
は
！
！毀
を 

削
減
し
收
人
を
增
加
せ
し
め
よ
う
と
す
る
の
で
あ
つ
て
、
府
接
の
手
段
に
よ
つ
て
豫
筇
の
均
衡
を
圖
る
。
イ
シ
フ
レ
政
策(

或
は
リ
フ
レ
’ 

政
策
；}
は
節
約
を
.圖
る
_こ
と
よ
リ
も
、
最
：氣
を
刺
戟
し
て
收
人
を
増
加
せ
し
め
よ
う
と
す
る
の
'で
あ
つ
.て
、
間
#

の
方
^

こ
よ
つ
て
^H

-

 

.

の
均
衡
を
P

る
の
.で
あ
る
。
デ
フ
レ
を1.

勝

.̂
進
す
る
危
險
を
冒
さ
ず
に
.、
.或
る
期
間
、.
意
識
的
に
豫
算
を
不
均
衡Q

狀
態
に
1

と
う
と 

す
る
。
論
_

叭
^

は
こ
の
一
一
の

'政

策

は

金

く

別

個

，の
も
の
で
あ

.る
：が'、
.
實
際
に.は
涪
干
の.國

々

で

は

と

Q
'

兩
者
の■間

の

調

和

，を
圖
ろ
う
.と 

し
、
或
は
こ
.
.の
'兩
者
の
間
を
動
搖
し
.

：

た
。

.
へ
■'
 

: , 

r
 

,
..
■
■

第
_

!

の
•デ
フ
レ
政
策
は
多
く
の
國
々
.に
於
て
正
統
的
財
政
政
策
め
下
に
行
わ
れ
た
が
.、

一
般
に
.'、テ
..フ
レ
的
^
囘
運
勐
に
よ
つ
て 
一
M

の 

物
抑
卜
落
に
#
.い
'た
.。
公
^
の
强
制
W

換 
>
,食
公
进Q

.

捧
給
賃
銀
.
或
は
恩
給
^
金..

ぉ
社
會
银
業
手
當
の
1!
|
]減
等
を
行
い
、，.ま
た
傾
将
の 

强
制
uf
下
げ
も
盼
に
は
行
つ
た
が
、
い
ず
れ
の
>場
合
に
も
そ
の
1
1
1
:
的
に
成
功
„
1
^
;
^
£
挪
：5
3
^
。
.私
人
の
豫
笕
を
不
均
衡
な
ら
し
め
る 

こ
と
に
よ
つ
て
闕
象
の
豫
邡
を
均
衡
せ
1

め
よ
う
と
し
た
の
で
あ
つ
て
、V

p
T
r
T
r

政
策
は
‘直
接
に
‘力

な

る

窮

泛

を

惹

起

し

、
d八
心
の
深
い

■

i
'

如

。
 

- 

- 

ノ 

；
-

.

'

塑

一

の
政
策
は
■「

膨
脹
政
策」

で
f

、
第
二
の
政
策
は
.

T
,

制
限
政
策
-
!で
I

。.
不
均
.衡
靡
か
ら
脱
出
し
1

う
と
す
る
ヒ
の
ニ
つ 

D
女
策
は
、
火
不
況
か
ら
脫
却
し
よ
う
と
す
る
た
め
の一

M

廣
汎
な
政
策
に
對
應
す
る
。
第
一
の
政
饿
は
コ
ス
ト
を
引
下
げ
よ
う
と
し
、
 

洛
ニ
の
政
策
は
物
僧
‘を
別
上
げ
よ
う
と
す
る
。1

見
す
れ
ば
、
い
す
'れ
も
等
し
く
合
理
的
；の
よ
う
に
見
え
る
.が
、
各
タ
そ
れ
1^
體
の
困
对 

を
特
.
.つ
て
.屈
.る
。
し
か
し
現
在
^
諸
琪
情
に
於
て
は
第
.ニ
の
方
法
の
國
雛
.の
方
が
少
.い
よ
う
で
あ
る
が
、
新
し
い
思
.想

新

し

完

驗

が 

念
速
に
增
.加
し
て
屈
る
か
ら
、
そ
の
成
®

が
.得
ち
れ
る
で
あ
ろ
う
と
云
う
0
.
.從
.て
、

ダ
ル
.
ト
シ
は
こ
の
一
ー
の
财
政
政
策
の
合
目
的
姐
に
つ

い
，
て

明

確

な

結

論

を

示

し

て

^

な
^

の
で
あ
る
。
 

"

 

，

Dalton, 

Principles of Public F
r
a
n
c
e

9
7
. 

th Impression 1948) P

 

3
2丨
I
P 
ダ
ル
ト
ン
の
现
览
灼
衡
諦

^
ド
—

九̂
设,C 
一
 
力
：一
 

六
年
い
に
於
て
新
に
加
へ
：ら
れ

.た
も
の
で
あ
つ

.

.て、
'そ，
.の
後
に
欧
訂
き
妆
て
居
な
い

.
。
' r

三

一

九
?-
.
o
年
以
後
に
於
け
る「

均
衡
財
政J

の
合
同
的
性

:
1九
H

o
部
代
に
於
け
る
財
政
が
規
赏
に
持
づ
'た
社
#

經
撕
的
微
能
は
、
.
_民
經
濟
過
程
に
參
加
す
.る
部
分
が
量
^

に
描
人
し
、
そ
の 

結
见
と
し
て
財
政
の
經
濟
枸
艰
饨
の
增
火
は
、
ま
た
財
政
が
經
濟
變
動
の
影
響
を
受
け
る
感
受
性(

致
氣
感
受
性)

の
增
大
と
な
>
9/
財 

政
.の
經
濟：？

读

姦

氣

變

性

ど

は

互

に

和

互

關

響

5

'

5火
し
て
5

た
。
’第
一
奕
戰
後
の
財
政
に
求
め
•ら

泣

篇

的

機
 

如
故̂

0

1

)

戰
時
財
政
ィ
.ン
フ
レ
を
收
朿
し
て
經
^

-̂
觉
を
保
持
し
て
、
Q

,o
l̂
民
經
濟
Q
f*
i

働
的
囘
復
を
可
猫
な
ら
し
め
0

C
戰
il
^
c
h
c 

政
咨
-理
_を
行
う
(!
:
.と
で
'̂

つ
.
.た
。'
>し
加
.る
に
現
實
の
結
梁
は
、：：こ
の
戰
時
財
政
の
.殘
務
整
：理_.

(

戰
偾
元
利
金
の
支
挪
そ
の
他〕

を
主
辟
と 

す
る
財
政
の
跫
的
|
>質
的
な
經
濟
徇
朿
性
の
增
火
に
よ
つ
'て
、(

ニ)

_

民
經
濟
の
0

働
的
囘
^

を
不
可
能
に
し
、
そ
の
結
梁
の
累
输
は 

,'f

均
衡
财
政J

の
现
論
と
合
口
的
蚀
.

.

.

;
 

.

.

.

.
ノ 

•
•
. 

.

.

ニ 

：
ゾ

，

一V



1~均
衡

，財

政

」

の
现
，
输

と

合

"

的

仲
，
 

、

.

r 

. 

ニ
て
、、ニノ

 

•

C
C;
經
濟
资
纪
の
保
：

2

を
W
嫌
な
ら
し
め
る
に
到
つ
た
。
 

‘
 

.

‘

♦
,
,
-

一
九
ニ
〇
年
代
求
丨
二
九
三
〇
年
代
め
始
期
に
於
け
る
未
货
有
の
次
^
殺
で
あ
り
深
測
で
あ
つ
.龙
經
濟
恐
慌
期
10
於
.て
、
_
家
公
进
經 

ソ
费
が
過
次
^
あ
；る
6i:
が
_

不
雜

の

；原

固

で

：軚

芩

加

ら

.弋

聲

信
 
i

l

。
：
.
.
'
.

-.
;:,フ

へ

ぺ.
.
.
'
-

ザ 

，
：
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：
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:
v
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1
- 

■

•
 

• 

•

_英
國

：の‘顧
社

：ス
_
ソ,:
1

1ズ：
\ (s

n
o
w
d
s
)
：、：

来

國

のM
務

長

软
^i
..ド'

ン
：；

一

f
M
e
l
o
n
^
s
s
.

#;
ぃ
づ
れ'も
、
'
.不
況

；を

反

映̂
る
.
租
m 

收
入
.の
減
退
.に
對
應
し
て
、
_

:

極
力
經
，費
を
削
紙
し
.財
政

收

支

の

均

衡

：を

保

持

.1>

.て
> 
産

業
.の
.囘
從

を
_
ら
ね
.ば

な

ら

な

い

こ

と

を

カ

說

し 

て
：紐
^

:

財
政
收
支
均
衡
の
.保
持
が
、r”
不
敖
氣
を
救
い
産
業
囘
復
を
圖
'る
.た
め
の
.不
可
缺
.の
；條
佛
で
あ
る
.と
考
ぇ
た
：̂
で
あ
る
。

:

-

• 

' -

 

-

 

'
.
.
一
 

广

.

.
•
.

 

.
•

 

•

 

.
:
-

.

.

.
'
#
^
:
m

代
財
政
舉
總
論
、
七
.‘

一 
丄

-K
、
' 八
.八 

|九
?«
參
.照
:0
■ 

I 

■ 

•
. 

1
■

.

.
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:
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.
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.

.

.
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V 

.

,
f

經

濟

麗

暴

1

觀

の

：|

醫

ぬ

I

:
、丨

驗

し

到

^

f

l

l

l

i

l

l

i

l

u

f

 

^

S
.
O
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/
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'

. '昭
和

六

'
年

度

豫

算

に

.

つ
，い
て
、
井

上

(

準

之

：
助

y

藏
相
.は

「
昭
和
六
部
度
の
歲
入
豫
算
.ゆ
昭
和
：五
年
度
*
行
豫
算
に
較
.べ
て
一
.
億
四
千 

九

百

萬

圓

：の
減
少
で

.あ
衣
。
.：
；
：
從
前
の
如
'ぐ
前
年
度
剩
觀
金
を
拟
で「
昭
和
六
年
度
叹
歲
叫
§
財
源
に
充
當
す
勢
こ
と
が
出
來
な
い
か 

ら
> 

.豫

弊

の

編

成

に
' #

大
の
岡
雕

が

多る
.
oど
；
.の
露
入
，の
減
少
に
對
し

..て
：は_歲
出
を
節
減
し
、：

新

規

集項
に
つ

い

て

も

極

力

そ
の
計
上
を 

"見
^
:わ
.せ
.で
、
.歲
入
歲
出
の
均
衡
を
保
た
せ
る
と
と
が
、
財
政
計
畫
の
堅
實
.̂

圖
る
上
_に
於
て
^」

，の
：途
で
.あ
る
と
#

ぇ
そ
、
こ
の
方
針 

に
據
っ
た
の
で
ぁ
_

丨
.歲
^

減
少
の
際
で
ぁ
る
か
ら
>

^
政
の
縮
少
3

興

に

已

む

，を

得

，
な

5

所
^

為

る

ー

：.：栩
.め
で
急
歌
に
.國
費
が
成 

少
し
；た'.の
.で

、f

か

ち
.、
：
國

務

の

執

行

，に
っ
：

.ぃ
：て
も\
.#
^

の
刷
新
を
圖
リ
、'
國
民
經
濟
.の
現
狀
に
.適
應
せ
.し
め
.る
と
^

が
刻
下
の
急
務
で
.ぁ
る
：と
信
ず
る
.

」

ぺ̂

云
う
主
旨
を
麵
べ
^

屈
.る
.
.
.

(

昭
韵
六
.

>

 

'

 

. 

•

 -

 

V

 

• 

-

年1

月)

'
 

.

.

.

.

.

-
-■•
■

:

■

.

-
.

'-'

v
v
:
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"
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. 

:

.

.

.
.

'
.

'

. 

: 
: 

\
 

.

.

.■

.し
か
る
に
®

和
六
苹-

>

 
七
年
に
於
け
る
經
濟
恐
慌
の
深
刻
化
篇
因
ず
る
內
外©

社

,#
* 

.政
教
狀
勢
の
變
化
に
ょ
つ
て
、
己
む
を
得
す

顏

I

海

f

捨
5

-1
,

^

^」

:丨

顧

顏

謂

'

_
讓

刺

政

裏

I

I

怒
I

d

環

だ

。.
昭
和
七
年
度
聲
は
.

軍
鄯
|

經
晚
救
濟
寧(

滿
州
|

费
，
兵

霞

善

費
*.
峙
局
匡
救
施
設
費
^

5

つ
£

家
經
费
の
急
激
な
膨
脹
と
な
つ
_た
。
昭
和
八 

年
八
月
下
句
の
財
政
演
說
S

尚
橋
S

,
淸)

藏
.相
は
.一

■
惟
う
に
規
下
世
界
各
國H

'

麗
す
る
經
濟
的
不
況
に
震
し
、
：更
生
の
活
路
を
發 

.
見
す
る
こ
と
に
つ
.い
て
は
、
.各
國
い
ず
れ
も
苦
心
.を
'重
ね
て
■

が
、
...'

「

擧

に

し

て

效

集

を

收

め

る

妙

雲

I

つ
て
、
結
周
、‘

蒸

贫

緣

：S

以v

不
況
I

を
.

I

蓉

货

I

帝
國
_

霉

：霞

並

.猫
論
の
情
勢
に
S

、‘

局
對
1

じ
て
^

逐
常
と
信
匕
た
る
.篇
禪
し
た
次
第
で
|

’：」

.
と

述
べ
V

I

。'
;ま
.

I
和
八
华
一
，月
i

T

歲

霞

^
^

猫
く
襲)

は
、
.そ
の
性
質
上
‘大
部
分
が
臨
，.時
的
の
も
の
で
ぁ
る
：
：.：_

で
_

人
の
、不
足
•

は
.ナ
ベ
て
，
公
债
財
源
に

.
依
る
こ
-と
と
U

た」 

と
娘
べ
'て
が
る
。
昭
和
九
华
叫
月
に
高
橋
藏
梠
は「

昭
和
八
年
の
豫
錄
編
成
の
時
に
は…

：
.す
べ
で
の
軍
雄
费
は
先
入
い
く
ら
か
づ
、
減 

る
で
ぁ
ろ
う
と
思
つ
て
堤
。
：
：
：
そ
こ
で
咋
ザ
は
財
政
の
收
支
均
衡
を
早
く
得
I

と
を
第
一
に
i

を
重
い
た
が
、
今
平
に
な
つ
て 

北
ハ
後
の
情
勢
化
は
、
財
政
收
支
の
均
衡
を
維
^

す
る
こ
と
を
逆
ー
に
廻
ゎ
し
、
緊C

5

の
炎
"

を
耍
づ
る
ょ
う
し
/
ニ
-ハ

v

 

I
で
4

平
く
財
政
の
收
支
|

¥

孟

へ

行

美

い

が
、
内

外

搽

I

ぎ

S

し
て
行
く
か
、
蓮

S

で
I

」

と
述
べ
て
的
る
。

こ
^

£

づ

ゼ
»

で
，む
，、
丨

日

木

財

裳

襲

M

内
^

の
愦
■

迫

為

で

己1

裔

犸

&

ぬ

强
^

^

を
撕
つ
て
;̂
た
こ
と
を
示
じ
て
硏
る
,°
し
か
し
：

=：

木
I

s

換
、は
そ
の
|1
\

發
腺
か
ら
、(

C

火

规

校

に

は

^

^

、

ニ
ノ
 

- 

- 

-
'
V
-
-
:
-
- 

.

. 

>
v
.
' 

ん
こ
ー
厂
，
.
ハ
リ
ー
に
-
、



•

「

均
衡
財
政」

の
现
嚴
，と

务

ロ

的

饨

.

.

 

- 

Q 
、
、
四
ノ 

0

 

0
小
規
模
に
は
經
濟
救
濟
费
、(

1

0
公
依
政
策(

主
と
し
てC：

銀
引
受
に
ょ
る
公
侦
發
行)

\
の
三
容
が
；1
:時
に
結
合
.し
て
-妍
た
。
こ
の
.

の
：

1
：

時
結
入
n
が
、：
一
九
'三
一
ニ
年
に
於
け
谷
ド
ィ
ク
及
び
來
阈
の

.財
政
|

轉
換
の
揚
合
と
異
る
根
本
的
特
徵
で
ぁ
る
0

ハ
災
に
ド
ィ
ッ 

及
び
產
S

合
と
S

て
膨
I

ぎ

典

認

形
5

|

ぶ

〕

そQ
n
l
f

結
合
の
經
濟
的
-
>

f
的
-

政̂

治
的
賢
、
畏
そ
の
財
政 

'
的
'
I
V經
濟
的
給
集
4

0
進
行
：が
，國
民
め
.當

初
豫
期
し
；な
：か

/<)
た
：勒

態

に

ま

で

驅

り

立

.て
て
し
_ま
，つ
た
_の
，
で

ぁ

る-;
0
,
.
.

-

,

拙
著
、
说
代
財
政
^

總
論
、
七
‘六
丨
八
ニ
JI
參
照
。
 

> 

*

;

ー
九
1

〔

，9
,
1代
丨
^

0

£
代
に
於
て
1

財
政
に
求
め
ら
れ
る
社
s

k

的

夏

は

、
資
ホ
秦
經
濟
バ
救r

か
ら
、
，資
本
主
義
經
措 

導
的
機
能
乂
は
補
盤
的
機
能
に
進
展
し
て
的
る
。
こ
の
迆
行
過
程
に
於
て
財
政
政
策
の
■合
：

E

的

独

は

、「

嘗

て

資

本

主

難

：
濟
促
進
的
拽 

能
が
要
求
さ
れ
て
席
た
段
階
に
於
け
る
財
政
の
■

原

則

で

ぁ

つ

た■

「

射

政(

阈
家
家
計)

收
裔
衡
の
繼
續
的
保
持」

か
ら
離
れ
V

M
 

ふ
;6
補
■

財

政

還

，

於

て

は

、
，公

共

經

赞

‘

租
税
•
公
侦
等
の
財
政
手
段
を
、
そ
の
阈
民
の
利
用
し
得
る
經
濟
的
資
姬
の
最
大
黯 

爲

州

と

、
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菜
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^
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磁
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濟
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效
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總
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叉
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さ
れ
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叉
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沿
じ
、
租
税
支
出
の
.全
部
が
こ
.の
退
蔵
資
金
一
で
あ
っ
.た
な

ら

ぼ

、
，
假

令

、

..，大
所

得'か
ら
小
所
得
へ
の
'所
得
の
再
分
配
が
な
く
と
も
冇
效 

.'
需
要
1:
は
墦
加
し
得
る
。
':
.し
扒
し
、
我
國
の
、租
税
收
入
の
杀
郤
が
退
藏
資
金
だ
と
言
ぅ
と
と
は
現
實
に
は
あ
り
得
な
い
。
但
し
逆
に
租
税
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收
入
.が
少
し
も
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藏
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ま
な
い
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言
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な
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國
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圓
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量
は
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'得
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融
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れ
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わ
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さ
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あ
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一

十
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於

-て
も
超
均
衡
.財
政
の
結
果
と
し
.て
を
超
え
る
.
一
千
億
圓
の
財
政
資
金
引
揚
超
'と
な
ろ
ぅ
？

_

璃
衡
財
政
の
結
采
は 

決
し
て
こ
.の
.引
揚
衡
過
額
.の
；程
.度
に
止
ま
■る
も
の
.
.

で
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乘
數
效
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經
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へ
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的
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'マ
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ス
：乘
數
效
艰
の
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と
そ
め
相
異
を
出
來 

:る
陂
り
正
確
に
豫
知
し
な
げ
办
ば
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經
濟
苒
建
の
.可
能
性
安
.含
：む

經

濟

安

定

を

窗
ら
ナ
ヒ
ム
は
出
來
球
い
の
、
で
あ
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？
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收
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.段
が
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均
衡
財
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め
て
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手
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近
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近
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